
水 産

１ 学習指導要領改訂の趣旨

職業に関する各教科（農業、工業、商業、水産、家庭、看護、情報、福祉）においては、

科学技術の進展、グローバル化、産業構造の変化等に伴い、必要とされる専門的な知識・

技術の高度化への対応や、多様な課題に対応できる課題解決能力を育成することが重要で

あることから、地域や産業界との連携の下、産業現場等における長期間の実習等の実践的

な学習活動をより一層充実させることや、職業学科に学んだ生徒の大学等との接続が課題

として指摘されている。

こうしたことから、今回改訂された高等学校学習指導要領では、産業教育において育成

を目指す資質・能力を「知識及び技術」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう

力、人間性等」の三つの柱に沿って整理するとともに、「職業人として必要な豊かな人間

性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学ぶ」、「産業の振興や社会貢献」、「協働

的に取り組む」ことについて新たに明示されたものとなっている。

また、地域や社会の発展を担う職業人を育成するため、社会や産業の変化の状況等を踏

まえ、持続可能な社会の構築、情報化の一層の進展、グローバル化などへの対応の視点か

ら、各教科の学習内容の改善・充実が図られている。

教科「水産」については、水産物の世界的な需要の変化や資源管理、持続可能な海洋利

用など水産や海洋を取り巻く状況の変化を踏まえ、水産業や海洋関連産業を通して、地

域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成するため、次のような学習内容の改善・

充実が図られた。

・海面の多様な利用を踏まえ、海洋環境基準及び環境保全等に対応した学習の充実

・水産や海洋に関連する機器や流通等の技術革新に対応した学習の充実

・船舶や企業内における情報セキュリティや、食品の安全に関わる産業としての危機

管理に関する学習の充実

・水産物・水産加工品の品質管理・衛生管理に関する学習の充実

・漁業、水産加工業における基礎的・基本的な経営に関する学習の充実

・漁船をはじめとした船員養成の国際基準等に対応した学習の充実

２ 改訂の内容

(1) 教科の目標の改善

【教科「水産」の目標】

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋

関連産業を通じ、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとお

り育成していくことを目指す。

知識及び技術 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

(1) 水産や海洋の各分野について (2) 水産や海洋に関する課題を発 (3) 職業人として必要な豊かな

体系的・系統的に理解するとと 見し、職業人に求められる倫理 人間性を育み、よりよい社会

もに、関連する技術を身に付け 観を踏まえ合理的かつ創造的に の構築を目指して自ら学び、

るようにする。 解決する力を養う。 水産業や海洋関連産業の振興

や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。

「水産の見方・考え方」とは、水産や海洋に関する事象を、漁業生産や船舶運航、海洋工学、情

報通信、資源増殖、水産食品の 製造や流通、海洋の環境保全や活用などの視点で捉え、地域や

社会の健全で持続的な発展と関連付けることを意味している。
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○ 「体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする」と

は、水産業や海洋関連産業に関する基礎的・基本的な知識、技術及び技能を確実に身

に付けさせるとともに、水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解させるこ

とが重要であり、その際、実践的・体験的な学習活動などを通して、社会的意義や役

割を含め、関連する技術を育成することを示している。

○ 「職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う」とは、

社会や産業の変化に対応できる資質・能力を育成するため、水産業や海洋関連産業に

関する課題を発見し、職業人としての倫理観をもって合理的かつ創造的に解決する力

を育成することを示している。

○ 「水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養

う」とは、水産業や海洋関連産業の意義や役割を踏まえ、豊かな人間性を身に付ける

とともに、社会の信頼を得ることの重要性を認識しながら国内地域の水産業や海洋関

連産業の振興や国際社会の発展、貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を育成する

ことを示している。

(2) 科目の改善

ア 科目構成

改 訂 現 行

科目名 学習指導要領解説に 科目名 標準単位数
記載されている単位数

水産海洋基礎 ４ 水産海洋基礎 ４
課 題 研 究 ３～６ 課 題 研 究 ３～６
総 合 実 習 ６～12 総 合 実 習 ６～12
海 洋情報技術 ２～６ 海洋情報技術 ２～６
水産海洋科学 ２～４ 水産海洋科学 ２～４

単 漁 業 ４～８ 漁 業 ４～７
航 海 ・ 計 器 ５～８ 航 海 ・ 計 器 ５～８
船 舶 運 用 ６～10 船 舶 運 用 ６～10
船 用 機 関 ６～12 船 用 機 関 ６～12
機 械設計工作 ３～６ 機械設計工作 ３～６
電 機 理 論 ４～10 電 機 理 論 ４～10
移動体通信工学 ４～８ 移動体通信工学 ４～８
海洋通信技術 ４～10 海洋通信技術 ４～10
資 源 増 殖 ４～10 資 源 増 殖 ４～10
海 洋 生 物 ３～８ 海 洋 生 物 ３～８
海 洋 環 境 ２～８ 海 洋 環 境 ２～８

単 小 型 船 舶 ２～４ 小 型 船 舶 ２～６
食 品 製 造 ６～12 食 品 製 造 ６～12
食 品 管 理 ６～12 食 品 管 理 ６～12
水 産 流 通 ２～６ 水 産 流 通 ２～６
ダ イ ビ ン グ ２～４ ダ イ ビ ン グ ２～４
マリンスポーツ ２～４ マリンスポーツ ２～４

22科目 22科目

※単学習指導要領解説に記載されている単位数の変更

・原則履修科目は、従前と同様「水産海洋基礎」及び「課題研究」。

・原則として「水産海洋基礎」は、科目のねらいなどから入学年次で、「課題研究」

は卒業年次で履修させる。
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・「漁業」の学習指導要領解説に記載されている単位数が「４～８」に変更。

・「小型船舶」の学習指導要領解説に記載されている単位数が「２～４」に変更。

イ 原則履修科目の特徴

＜水産海洋基礎＞

【目標】

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海

洋関連産業において必要となる基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技術 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

水産業や海洋関連産業の国民 水産業や海洋関連産業全体を 持続可能な水産業や海洋関連

生活における社会的意義や役割 広い視野で捉え課題を発見し、 産業の構築を目指して自ら学

などについて体系的・系統的に 水産業や海洋関連産業に関わる び、地域の振興や社会貢献に主

理解するとともに、関連する技 者として合理的かつ創造的に解 体的かつ協働的に取り組む態度

術を身に付けるようにする。 決する力を養う。 を養う。

(ｱ) 内容

この科目は、目標に示す資質・能力を身に付けることができるよう、海のあらま

し、水産業と海洋関連産業のあらまし、基礎実習の３つの指導項目で構成した。

(ｲ) 内容の取扱い

・水産や海洋について広く生徒の興味・関心や目的意識を高め、学習する意義を理

解できるようにするとともに、学ぶ意欲を喚起するよう工夫して指導すること。

・人間生活における海の役割や重要性に着目するとともに、水産業や海洋関連産業

における課題について、具体的な事例を基に、水産物及び船の活用と関連付けて

考察するよう工夫して指導すること。

・地域の水産業や海洋関連産業の見学及び実験・実習などの体験的な学習活動を通

して課題を発見し、その解決に向けて主体的に計画したり、提案したりすること

ができるように工夫して指導すること。

＜課題研究＞

【目標】

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、社会を支え

産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技術 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

水産や海洋の各分野について 水産や海洋に関する課題を発 課題を解決する力の向上を目

体系的・系統的に理解するとと 見し、水産業や海洋関連産業に 指して自ら学び、水産業や海洋

もに、相互に関連付けられた技 関わる者として解決策を探究し、 関連産業の振興や社会貢献に主

術を身に付けるようにする。 科学的な根拠に基づいて創造的 体的かつ協働的に取り組む態度

に解決する力を養う。 を養う。

(ｱ) 内容

この科目は、目標に示す資質・能力を身に付けることができるよう、調査・研究

・実験、作品製作、産業現場等における実習、職業資格の取得の４つの指導項目で

構成した。

(ｲ) 内容の取扱い

・生徒の興味・関心、進路希望等に応じて、４つの指導項目の中から、個人又はグ

ループで水産や海洋に関する適切な課題を設定し、主体的かつ協働的に取り組む

学習活動を通して、専門的な知識、技術などの深化・総合化を図り、水産や海洋
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に関する課題の解決に取り組むことができるようにすること。なお、課題につい

ては、４つの指導項目において、２項目以上にまたがる課題を設定することがで

きるようにすること。

・課題研究の成果について発表する機会を設けるようにすること。

３ 質疑応答

問１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に向けた配慮事項は何か。

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、
生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、水産の見方・
考え方を働かせ、水産業や海洋関連産業に関する事象を科学的に捉え、理解を深めると
ともに、地域産業の振興や社会貢献に寄与するため、実践的・体験的な学習活動の充実
を図ること。

問２ 実験・実習に配当する授業時数の確保についての配慮事項は何か。

水産に関する各学科においては、これまで同様、原則として水産科に属する科目に配
当する総授業時数の10分の５以上を実験・実習に配当すること。また、実験・実習に当
たっては、ホームプロジェクトを取り入れることもできること。
また、実験・実習の実施に当たっては、次の点に配慮すること。
ア 季節や天候・海況などの条件、材料の入手、施設・設備等により、予定どおりの
実験・実習が実施できない場合も多いので、このような事情を考慮して、弾力的な
計画を立案しておくこと。

イ 常に新しい内容や指導方法の研究に努め、実験・実習の成果のみでなく、その過
程における生徒の活動状況に注意を払い、最も効果的な指導ができるように心掛け
ること。

ウ 生徒が興味をもち、進んで学習するようにするため、実験・実習の材料やテーマ
に地域や身近にある教材を取り上げること。

エ 実習ノート・レポート、製作物、生産品などの提出や発表の習慣を付けることな
どにより、学習意欲を高め、事象を研究し、安全に配慮する態度を育成するように
取り扱うこと。

問３ 地域や産業界等との連携・交流における配慮事項は何か。

地域や産業界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験活動を積極的に
取り入れるとともに、社会人講師を積極的に活用するなどの工夫に努めること。

問４ 障害のある生徒などへの指導における配慮事項は何か。

障害のある生徒などの指導に当たっては、個々の生徒によって学習活動を行う場合に
生じる困難さが異なることに留意し、個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法
の工夫を計画的、組織的に行うこと。
実験・実習の全体像を俯瞰できないなど学習活動への参加が困難な場合、学習の見通

しを持てるようにするため、それらの手順や方法を視覚的に明示したり、全体の流れの
中で今どこを学習しているのかを示したりするなどの配慮を行うとともに、機器の操作、
薬品や可燃物の使用などに伴う安全面の留意点について、全体での指導を行った上で個
別に指導を行ったり、実際に動作で示したりするなどの配慮を行うこと。
こうした点を踏まえ、個別の指導計画を作成し、必要な配慮を記載し、他教科等の担

任と共有したり、翌年度の担任等に引き継いだりすること。
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４ 新学習指導要領を踏まえた現行学習指導要領における実践例

○ 現行学習指導要領及び新学習指導要領への接続を踏まえた効果的な実践事例

思考力・判断力・表現力等の育成を図るため、主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた学習指導の実践事例について次に示す。

年間指導計画の例

単元 水産物の流通と加工

世界的な水産物需給の動向、水産物の特性を踏まえ、我が国や世界の水産物需給の現状や今後の見通しに
目標 ついて概要を理解するとともに、水産物の調理・加工や販売について、地域の水産物加工場や流通現場の見

学などを通して危害分析・重要管理点方式（HACCPシステム)などの食品の安全管理体制に触れるとともに、
その概要を理解する。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

評価 水産物の流通と加工につ 水産物の流通と加工につ 水産物の流通と加工に関 水産物の流通と加工に関
規準 いて興味・関心を持ち、 いて思考を深め、基礎的 する様々な資料や情報を する基礎的な知識を身に

それらが国民生活に果た な知識と技術を活用して 収集し、適切に選択して 付け、それらが国民生活
している役割を探究しよ 適切に判断し、その過程 活用している。 に果たしている役割を理
うとしている。 や結果を表現している。 解している。

評価の観点
時間 指導内容とねらい、学習活動 評価方法等

関 思 技 知

１・２ ◎内容
・水産物の流通 ・水産物需給の現状
○ねらい
・世界的な水産物需給の動向を踏まえ、我が国や世界の水産物
需給の現状や今後の見通しについて概要を理解し、水産や海
洋への興味や関心を持つ。

●学習活動
・漁獲された水産物が市場をはじめとした水産物の流通経路により 〇 〇 教師による観察
消費者に届けられていることを理解する。

・国内漁業生産量や水産物の輸出入量などの需給動向が及ぼす影響 〇 〇 教師による観察
について理解する。

・我が国や世界の水産物需給の動向について理解するとともに、世 〇 〇 ワークシート
界的に水産物の需要が高まっていることや魚離れが進む理由など 発表や質疑応答の内容と取
について考える。 組状況

14～16 ◎内容
・地域の水産物市場および水産加工場の見学
○ねらい
・地域の水産物市場や水産物加工場の見学等を通して、水産物
の流通や水産物の特性を踏まえた調理・加工や販売について
その概要を理解するとともに、食品の安全管理体制について
触れ、水産や海洋への興味や関心をもつ。

●学習活動
・地域の水産物市場を見学し、魚種やセリの様子などを観察するこ 〇 〇 教師による観察
とにより、水産物流通についての興味・関心を高める。

・地域の水産加工場を見学し、水産物の処理や加工方法、衛生管理 〇 教師による観察
の手法について実際に観察することにより、食品の保存性や安全
管理について興味・関心を高める。

・見学、担当者の説明の後、学校に戻りレポートに記録する。 〇 〇 ワークシート

17・18 ◎内容
・水産物の加工 ・水産食品の安全
○ねらい
・水産物の特性を踏まえ、食中毒や食品の安全管理体制の概要
について理解を深め、水産や海洋への興味や関心をもつ。

●学習活動
・前時の見学でレポートに記録した内容を確認する。 〇 教師による観察
・食中毒の種類や特徴について理解する。 〇 〇 テスト、教師による観察
・食品の危害分析・重点管理点方式（HACCP）について概要を理解 〇 〇 テスト、教師による観察
する。

・水産加工場で食品の安全を確保するためににどのような工夫をし ○ 〇 発表や質疑応答の内容と取
ているか考えグループで発表し合う。 組状況

・ペーパーテストにより知識や理解を深める。 〇 テスト
・まとめシートにより自らの授業への取組を評価する。 〇 〇 まとめシート

－ 水産 5 －



本時の学習指導案の例

単 元 名 「水産物の流通と加工」

単 元 の 目 標 世界的な水産物需給の動向、水産物の特性を踏まえ、我が国や世界の水産物需給の現状や今後の見通

しについて概要を理解するとともに、水産物の調理・加工や販売について、地域の水産物加工場や流通

現場の見学などを通して危害分析・重要管理点方式（HACCPシステム)などの食品の安全管理体制に触れ

るとともに、その概要を理解する。

単元の指導計画 水産物需給の現状（２時間）、食品流通のしくみ（２時間）、食品流通の技術（２時間）、

水産物の特性（１時間）、魚介類の鮮度（２時間）、水産物の処理と加工（２時間）、

主な水産加工食品（２時間）、地域の水産物市場及び加工場の見学（３時間）、

水産食品の安全（２時間）

評 価 の 観 点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

水産食品の安全について 水産食品の安全について 水産食品の安全にに関す 水産食品の安全に関する

興味・関心をもち、それ 思考を深め、基礎的な知 る様々な資料や情報を収 基礎的な知識を身に付

評 価 規 準 らが国民生活に果たして 識と技術を活用して適切 集し、適切に選択して活 け、それらが国民生活に

いる役割を探究しようと に判断し、その過程や結 用している。 果たしている役割を理解

している。 果を表現している。 している。

本 時 の 学 習 水産食品の安全（全18時間のうち17時間目）

本 時 の 目 標 地域の水産物加工場の見学を通して、食品の衛生管理の工夫や安全管理について理解するとともに、

水産業で働くことの社会的意義や役割を理解する。

指導過程 指導内容
学習活動

評価の観点 評価方法
教師の活動 生徒の活動

導 入 ・本時の学習 ・水産加工場見学時のレ ・水産加工場の見学に 【関心･意欲･態度】 ・発問・観察

について ポートを確認し、これ ついてレポートを確
までの単元で学習した 認する。

ことを振り返りながら ・本時の学習のねらい
本時の学習のねらいに について確認する。
ついて説明する。

展 開 ・説明 ・食中毒の種類や特徴に ・食中毒にはどのよう 【知識･理解】 観察

ついて理解させる。 な種類があり、どの
ような特徴があるか
考えるとともに、そ

れを予防する方法に
ついて考える。

・作業行程説 ・学習課題について説明 ・各自、課題について ・活動状況の観

明 する。 考え、ワークシート 察

にまとめる。
・グループワ ・グループごとに相互 ・ワークシート
ーク 監視しながら各自が

考えたことを発表す

る。
・予め用意した食品加 【思考･判断･表現】 ・活動状況の観
工場の平面図をもと 察（グループ）
に、課題についてグ
ループ内で協議、検

討し、内容を整理す
る。

・グループを作り、予め ・グループ内で採択し

用意した食品加工場の た内容についてまと

平面図に発表する内容 め、グループごとに

を考え、書き入れるよ 発表し合う。

う説明する。

まとめ ・まとめ ・水産物加工場における ・食品の衛生管理には 【思考･判断･表現】 ・ワークシート
・次回の学習 安全管理のための工夫 どのような工夫があ
について を理解させる。 るのか記載する。

・次回行う学習（危害分
析・重要管理点方式の
概要）について予告す

る。

各自が他者の考えと相違点を

把握し、他者との協働を通じ

て、自らの考えを広げ深めるこ

とができる。【深い学び】

実際に見学し、自分の目で確

認したことを整理し、理解を深

める。【主体的な学び】

他者の考えを聞くことで、自

分が不明瞭な部分を明確にす

る。【対話的な学び】

課題：これまで学習した

「水産食品の安全」

についての知識を

活用し、危害を防

ぐためにどのよう

な工夫をしている

か考え、グループ

ごとに発表し合う。
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